
鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

広
島
大
学
文
学
部
蔵
『
馨
明
集
』
解
説
並
び
に
影
印

花
　
　
野
　
　
憲
　
　
道

一
、
書
誌

南
北
朝
時
代
写
、
綴
葉
装
析
型
本
、
楕
紙
、
後
補
表
紙
、
無
界
、
一
頁
四
行
、
朱
点
（
声
点
、
合
点
）
、
墨
点
（
仮
名
、
節
博
士
、
補
助
記
号
）
、

別
筆
墨
点
（
仮
名
、
補
助
記
号
）
、
縦
十
七
・
六
糎
、
横
十
七
二
一
糎
、
全
八
十
二
丁
、
内
題
・
尾
題
ナ
シ
、
（
表
紙
見
返
）
「
害
文
久
第
三
／
九

月
下
旬
／
九
華
寛
／
南
光
院
二
代
／
贋
専
求
之
」

（
巻
末
識
語
）
　
「
文
久
第
三
歳
／
亥
九
月
下
旬
／
九
華
寛
／
廣
奪
房
／
求
之
」

二
、
内
容
略
説

本
書
は
真
言
宗
に
て
厳
修
さ
れ
る
法
要
に
於
て
用
い
ら
れ
る
職
衆
所
用
の
「
声
明
集
」
で
あ
り
、
収
載
曲
目
か
ら
考
え
て
ほ
ぼ
全
法
要
に

（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

通
用
す
る
声
明
集
で
あ
る
。
附
記
さ
れ
て
い
る
博
士
（
声
明
譜
）
は
南
山
進
流
の
五
音
博
士
で
あ
り
、
現
在
伝
承
使
用
さ
れ
て
い
る
『
獅
削
馨

明
類
緊
』
の
博
士
並
び
に
収
載
曲
目
・
曲
順
共
に
大
部
分
が
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
現
在
伝
承
さ
れ
て
い
る
南
山
進
流
の
博
士
記
譜

（3）

法
と
声
明
集
と
し
て
の
体
裁
が
、
本
書
成
立
の
十
四
世
紀
頃
に
は
完
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

本
書
の
特
徴
と
し
て
次
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。



①
6
3
丁
オ
モ
テ
以
降
数
丁
に
亙
り
他
の
丁
に
比
し
て
手
垢
が
つ
い
て
汚
れ
が
激
し
く
、
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
部
分
は
「
四
智
梵
語
」
に
代
表
さ
れ
る
「
讃
」
に
相
当
す
る
が
、
「
讃
」
は
声
明
伝
授
で
現
在
で
も
極
初
期
に
教
え
ら
れ
る
曲
で
あ
り
、

各
法
要
に
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
用
い
ら
れ
る
（
本
尊
讃
嘆
の
為
に
）
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
で
あ
る
。

②
「
四
智
梵
語
」
の
中
で
「
羅
」
「
都
」
「
但
」
に
附
さ
れ
て
い
る
別
筆
博
士
は
「
ユ
リ
」
の
唱
え
方
を
詳
細
に
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
本

書
の
使
用
者
が
伝
授
で
伝
え
ら
れ
た
内
容
を
忠
実
に
記
し
留
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
又
、
次
の
「
大
日
讃
」
と
の
行
間
に
記
さ
れ
て
い
る
漢

（4）

数
字
は
「
三
段
の
鉢
」
の
打
様
を
表
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
当
時
進
流
声
明
に
於
て
も
「
誤
の
鉢
」
は
三
段
三
様
に
打
ち
分
け
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（5）

③
「
埋
趣
経
」
各
段
は
所
謂
「
頭
」
の
部
分
に
博
士
が
附
さ
れ
て
い
て
、
「
長
音
」
の
譜
で
は
な
く
「
中
曲
」
の
博
士
で
あ
る
。

④
漢
字
に
附
さ
れ
て
い
る
声
点
と
博
士
の
基
点
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。

最
後
に
収
載
曲
目
を
示
せ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

三
礼
、
唄
（
如
来
唄
・
云
何
唄
・
出
家
唄
）
、
散
華
（
中
段
の
み
大
日
・
繹
迦
・
薬
師
・
阿
弥
陀
）
、
梵
音
、
三
條
錫
杖
、
九
條
錫
杖
、
対
揚
（
別

に
量
茶
羅
供
・
景
勝
講
・
大
般
若
・
法
華
経
・
孟
羅
盆
経
・
仁
王
経
・
孔
雀
経
讃
経
）
、
唱
礼
（
金
剛
界
・
胎
蔵
界
）
、
理
趣
経
（
中
曲
）
、
礼
俄
文
、

四
智
梵
語
、
大
日
讃
、
不
動
讃
、
四
智
漢
語
、
心
略
漢
語
、
備
讃
、
文
殊
讃
、
吉
慶
漢
語
（
七
段
）
、
吉
慶
梵
語
（
三
段
）
、
阿
弥
陀
讃
、
四
波

羅
蜜
、
金
剛
薩
壇
、
金
剛
賓
、
金
剛
法
、
金
剛
業
、
俳
名
、
教
化
、
全
四
十
八
曲
。

影
印
注

5
ウ
ー
「
教
」
の
博
士
上
に
朱
声
点
を
重
ね
る
。

9
ウ
ー
「
生
」
仮
名
「
ウ
」
に
朱
声
点
を
重
ね
る
。

1
1
オ
ー
「
小
昔
」
は
博
士
と
同
筆
。
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1
3
オ
ー
「
一
切
」
　
の
合
符
は
博
士
と
同
筆
。

1
8
ウ
ー
「
三
」
の
右
傍
「
立
」
は
博
士
と
同
筆
。

1
9
オ
ー
「
教
」
　
の
右
傍
「
居
」
は
博
士
と
同
筆
。

2
5
ウ
ー
「
仁
王
経
」
　
の
博
士
と
仮
名
と
は
別
筆
。

3
8
オ
ー
字
音
仮
名
と
「
己
下
」
は
博
士
と
同
筆
。

4
1
ウ
ー
「
頂
」
　
の
虫
損
は
仮
名
「
イ
」
。

4
1
ウ
ー
「
造
」
　
の
虫
損
は
仮
名
「
ウ
」
。

4
2
ウ
ー
「
極
」
　
の
虫
損
は
仮
名
「
ツ
」
。

6
3
オ
ー
字
音
仮
名
は
別
筆
。

6
3
ウ
ー
「
噌
」
　
の
博
士
補
助
記
号
は
「
マ
、
ロ
ク
」
。

6
7
オ
ー
「
真
」
　
の
博
士
補
助
記
号
は
「
ハ
」
。

7
2
オ
ー
「
洩
但
苔
識
覧
」
　
の
博
士
は
別
筆
。

7
4
オ
ー
「
郷
」
　
の
右
傍
「
助
」
は
別
筆
。

7
4
ウ
ー
「
但
」
「
那
」
「
蘇
」
の
右
肩
に
角
筆
合
点
あ
り
。

7
5
オ
ー
「
弥
」
「
迦
」
「
摩
」
の
右
肩
に
角
筆
合
点
あ
り
。

7
5
ウ
ー
「
稜
」
「
多
」
「
答
」
「
写
」
の
右
肩
に
角
筆
合
点
あ
り
。

7
6
ウ
ー
「
日
」
の
右
傍
仮
名
「
シ
」
は
別
筆
。

7
7
オ
ー
「
麿
」
上
声
に
朱
声
点
あ
り
。

7
8
オ
ー
「
東
方
ノ
讃
」
は
別
筆
。



7
9
オ
ー
「
南
方
ノ
讃
」
は
別
筆
。

7
9
ウ
ー
「
西
方
ノ
讃
」
は
別
筆
。

8
0
ウ
ー
「
北
方
ノ
讃
」
は
別
筆
。

8
2
ウ
ー
「
後
夜
偽
」
以
下
一
丁
切
除
し
た
形
跡
あ
り
。

注（1）
（2）

真
言
宗
の
法
要
に
は
大
き
く
分
け
て
顕
教
立
と
密
教
立
の
二
種
類
の
法
要
が
あ
る
。

声
明
の
流
派
に
関
し
て
は
以
下
の
諸
本
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

岩
原
諦
信
『
獅
削
馨
明
の
研
究
』
（
山
城
屋
文
政
堂
、
昭
和
七
年
六
月
）
、
金
田
二
者
彦
「
真
言
声
明
」
・
中
川
善
教
「
南
山
進
流
声
明
概
説
」
（
『
仏

教
音
楽
』
、
音
楽
之
友
社
、
昭
和
四
十
七
年
八
月
）
。

拙
著
「
声
明
資
料
と
そ
の
一
研
究
」
（
『
甜
鰯
鞘
舘
国
語
学
論
集
』
、
汲
古
書
院
、
平
成
七
年
十
月
）
。

沼
本
克
明
「
石
山
寺
蔵
古
博
士
資
料
に
つ
い
て
」
（
『
石
山
寺
の
研
究
　
深
密
蔵
聖
教
篇
下
』
法
蔵
館
、
平
成
四
年
二
月
）
。

拙
稿
「
仁
和
寺
蔵
『
般
若
理
趣
経
』
博
士
加
点
本
」
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
九
十
八
輯
、
平
成
八
年
九
月
）
。

広
島
大
学
文
学
部
蔵
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解
説
並
び
に
影
印
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